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ツヤオオズアリは人間活動に伴って熱帯・亜熱帯に生息域を広げており，世

界の外来侵入種ワースト１００にも挙げられている放浪種である。ツヤオオズア

リは，アフリカ原産と考えられており，日本では南西諸島に生息しているが，

その起源や伝播経路についてはよく分かっていない。本研究では，南西諸島お

よびアフリカに生息する個体から転移因子である、”i"er-likeeIement（ＭＬＢ)を

単離し，その全長配列の比較解析から南西諸島に生息する個体の由来について

考察した。

ゲノムＤＮＡは，Libreville(Gabon)およびLePorto，LeGrandBrue(仏領Reunion

島)，沖縄本島，南大東島，宮古島，石垣島，奄美島から採集された個体より抽

出したものを用いた。鱗翅目昆虫ＭＬＥのコンセンサス配列に基づくプライマー

を使ったＰＣＲによりＭＬＢの部分配列を決定した。さらに相同性検索により部

分配列との高い一致度を示したルギノディスクシケアリのＭＬＥＭｙｒｍａ垣の逆

位末端繰り返し配列（ITR)をＰＣＲプライマーに用いて全長ＭＬＢを単離･配列決

定した。その結果，２つのタイプのMLE，Ｐｍｍａｒ/，Ｐ'，wzα'２が単離された。さ

らにＰｍｍａｱﾉへの挿入因子として完全なＯＲＦを保持するＰｍｍａＫ３が単離された。

系統解析から，これらは全てＭＬＢのサブファミリの一つであるｍα”jrjα"α

subfamilyに属することが示された。さらにＰｍｍａｒノは複数のサブタイプに分か
れた。Ｐ碗､αrノのサブタイプ内およびＰｍｍａｒ３に注目すると，南西諸島個体およ

びLePort/LeGrandBrue個体のＭＬＢとLib｢evilIe個体のＭＬＥとが系統樹上で明

確に分かれることが示された。ＬｅＰｏｒｔ/LeGrandBrueはアフリカ大陸東海上の

Reunion島に位置するのに対し,Librevilleはアフリカ大陸西岸に位置することか

ら，ＭＬＢ配列の違いは地理的な位置関係の違いを反映している。一方，南西諸

島の個体は，Reunion島個体と同じ起源に由来すると推定される。マイクロサテ

ライトを用いた解析からも同様にLibreville個体はReunion島個体や南西諸島

個体とは異なるタイプを持つことが示され，ＭＬＢ配列比較の結果を支持する。

このことは，同種集団間の地理的差異の検出や移動経路の推定にＭＬＥの配列解

析が有効な手法であることを示唆する。


